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食品中の汚染物質対策

食品に含まれる汚染物質について、厚生労働省では、実態を把握するために各種調査を継続的
に実施し、消費者庁では、規制が必要なものには基準の設定、見直しを行っています。

　７　食品中の汚染物質対策

　カドミウム、メチル水銀などの汚染物質について
は、国内で流通する食品の汚染実態などを踏まえ
て、管理が必要な場合に食品衛生法第13条に基づ
く規格基準の設定などの規制を行っています。
　規制に当たって、コーデックス委員会によって規
格が定められている食品は、原則としてこの規格を
採用しています。また、日本の食料生産の実態など
からコーデックス委員会による規格の採用が困難
な場合は、ALARAの原則に基づいて、汚染物質の
低減対策の推進や適切なガイドライン値の策定な
どを行っています。
　また、食品中の汚染物質について含有濃度と摂
取量の実態調査を行い、リスク低減対策を検討する
ための基礎データとして活用しています。

「コーデックス委員会
（Codex Alimentarius Commission）」とは
　国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関（WHO）
によって1963年に設立された国際政府間組織で
す。消費者の健康を保護し、公正な食品貿易を保証す
ることを主な目的に掲げ、食品の国際規格の作成など
を行っています。２０２２年９月現在、188の国と１つ
の機関（欧州共同体）が加盟しています。

「ALARAの原則」とは
　”As Low As Reasonably Achievable”、つまり
「合理的に達成可能な範囲でできる限り低くする」と
いう、食品中の汚染物質対策の基本的な考え方です。

食品中の化学物質等に関する調査

食品からの摂取量調査

●食品からの摂取量データのないもの
　の調査
●継続的なトータルダイエットスタディ※

食品中の汚染実態調査

●食品中の化学物質濃度の測定

食品からの化学物質などの
摂取量について調査を行う

食品中の化学物質などに
よる汚染実態を把握する

ヒトに対する安全性の検証

規格基準の設定等

※トータルダイエットスタディ：人が通常の食生活において、
食品を介して化学物質等の特定の物質がどの程度実際に摂
取されるかを把握するための調査方法。

取り組み内容

メチル水銀への対策 ・魚介類に含まれるメチル水銀の暫定規制値の設定
・妊婦に対する摂食指導

カドミウムへの対策 ・コメに含まれるカドミウムの基準値の設定
・農地における低減対策の推進

ダイオキシン類への対策 ・平均的な食生活における食品からの摂取量の推計（トータルダイエットスタディ）

※トータルダイエットスタディ：�人が通常の食生活において、食品を介して化学物質等の特定の
物質がどの程度実際に摂取されるかを把握するための調査方法。


